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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 1日 (2006.9.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 、 塗 布 液 が 収 容 さ れ 常 時 該 塗 布 液 が オ ー バ ー フ ロ ー し て い る 塗 布 槽 と 、 複 数
の 円 筒 状 基 材 を 昇 降 可 能 に 把 持 す る 把 持 手 段 と を 有 し 、 該 複 数 の 円 筒 状 基 材 を 同 時 に 前 記
塗 布 液 中 に 浸 漬 さ せ 引 き 上 げ る 浸 漬 塗 布 に よ り 感 光 層 の 形 成 を 行 う 電 子 写 真 感 光 体 の 製 造
装 置 で あ っ て 、
　 前 記 塗 布 槽 の 塗 布 液 面 上 方 に 、 把 持 さ れ た 前 記 複 数 の 円 筒 状 基 材 の 各 々 の 位 置 、 数 に 対
応 し て 複 数 の 円 筒 状 遮 風 器 が 備 え ら れ た 蓋 が 、 前 記 塗 布 液 面 と 一 定 間 隔 を お い て 塗 布 槽 の
開 口 面 全 体 を 覆 う よ う に 設 け ら れ て お り 、 前 記 円 筒 状 遮 風 器 の 塗 布 液 側 端 部 と 塗 布 液 面 と
の 間 隔 が 、 浸 漬 塗 布 後 の 感 光 層 に お け る 塗 布 液 側 の 非 画 像 領 域 幅 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 電 子 写 真 感 光 体 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 円 筒 状 遮 風 器 の 塗 布 液 側 端 部 が 、 蓋 の 底 面 と 同 一 面 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 電 子 写 真 感 光 体 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 円 筒 状 遮 風 器 の 塗 布 液 側 端 部 が 、 蓋 の 底 面 よ り 塗 布 液 面 側 に 突 出 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 写 真 感 光 体 の 製 造 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
＜ ２ ＞ 　 前 記 円 筒 状 遮 風 器 の 塗 布 液 側 端 部 が 、 蓋 の 底 面 と 同 一 面 に あ る こ と を 特 徴 と
す る ＜ １ ＞ に 記 載 の 電 子 写 真 感 光 体 の 製 造 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
＜ ３ ＞ 　 前 記 円 筒 状 遮 風 器 の 塗 布 液 側 端 部 が 、 蓋 の 底 面 よ り 塗 布 液 面 側 に 突 出 し
て い る こ と を 特 徴 と す る ＜ １ ＞ に 記 載 の 電 子 写 真 感 光 体 の 製 造 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 、 本 発 明 の 製 造 装 置 に よ り 浸 漬 塗 布 し た 直 後 の 、 感 光 層 が 塗 布 さ れ た 円 筒 状 基 材
を 示 す が 、 前 記 浸 漬 塗 布 後 の 感 光 層 と は 、 円 筒 状 基 材 ５ を 引 き 上 げ た 直 後 の 把 持 さ れ た 状
態 の 感 光 層 を い い 、 ま た 、 上 記 非 画 像 領 域 幅 と は 、 用 い る 円 筒 状 基 材 ５ の 大 き さ 、 電
子 写 真 感 光 体 と し て 用 い ら れ る 画 像 形 成 装 置 、 画 像 形 成 プ ロ セ ス に よ り 異 な る た め 、 一 概
に 言 え な い が 、 図 ２ に お け る 円 筒 状 基 材 ５ の 下 端 部 か ら 基 材 の 長 手 方 向 全 長 の ２ ． ５ ～ ６
． ０ ％ 程 度 の 範 囲 の 領 域 （ 図 ２ に お け る Ｂ の 範 囲 ） を い う 。
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